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JMSJの現状

• 刊行開始 1882: Ser. I: 1882-1922, Ser. II: 
1923-2022, Vol. 100 in 2022

• 通常号年６号、特集号/特別号
• 全編英文
• J-STAGE にて全文公開

 XML対応(PDF版、HTML版)
Open Access (CC-BY; DOAJ登録誌）

• スコープ
気象学に関する広範なテーマを対象とする。
科学的新規性、気象および関連分野の科学的理解
の促進に寄与する技術的開発

• 投稿者
気象学会会員・非会員を問わない
研究を主務としない研究者や発展途上国からの投
稿料免除

• Publication since 1882: Ser. I: 1882-1922, Ser. II: 
1923-2022, Vol. 100 in 2022

• 6 regular issues per year, special issues/special 
issues

• Full text in English
• Full text available on J-STAGE

 XML support (PDF and HTML versions)
 Open Access (CC-BY; DOAJ registered journal)

• Scope
 The Journal covers a wide range of topics 

related to meteorology. 
 Scientific novelty, technological developments 

that contribute to the scientific understanding of 
weather and related fields.

• Contributors
 Both members and non-members of the 

Meteorological Society of Japan
 Contribution fees are waived for authors in allied 

non-research specific fields and from developing 
countries

JMSJ編集委員会、新体制：堀之内編集委員長 2022.5より
執行部：堀之内武、稲津將、増永浩彦、川瀬宏明、佐藤正樹
運営委員：＋竹見哲也、加藤輝之、山中大学; 編集委員 45人

https://jmsj.metsoc.jp/editors/index.html

• 2022年出版論文数 52編
• 2021 Impact Factor: 3.356; 5-Year 

Impact Factor: 3.607

https://jmsj.metsoc.jp/editors/index.html


JMSJの10の特徴
1. 広範な気象学の研究分野がスコープ
2. 多様なタイプの論文

科学的新規性・技術開発、Article, Notes and 
Correspondence(速報、質疑応答）、招待レビュー論文、
データ付き論文(電子補助ファイルの利用）

3. オープンアクセス、全論文がフリーでダウンロード
可能

4. 比較的安価な掲載料(APC)
カラー図版、ページ数に関わらず固定価格

5. 比較的迅速な査読プロセス
レビューは一か月以内、Notes and Correspondenceは4か
月以内に査読終了

6. 早期公開
受理後直ちにDOIを発行、電子版を直ちに公開

7. 特別号・特集号。招待レビュー論文
8. 気象集誌論文賞

若手研究者の投稿について教育的配慮
9. 1882年以来の長い歴史
10. WEB広報、SNS等による論文のプロモーション



Meteorology
気象学

Earth Sciences
地球科学

Physics
物理学

Syukuro Manabe
The Nobel Prize in Physics 2021
眞鍋淑郎
ノーベル物理学賞（2021年）

Journal of the Meteorological Society of Japan
日本気象学会気象集誌

(American Meteorological Society)
アメリカ気象学会

Prog. Earth Planetary Sciences (Japan Geoscience Union)
地球惑星科学連合

(American Geophysical Union)
アメリカ地球物理学連合

Some earlier papers by Dr. 
Manabe were published by JMSJ.
真鍋博士の初期論文の一部はJMSJより公開
された

arXiv



• Available from July 2020
• 18 data sets published
• Maximum size of data archive: 

~100GB

• 2020年7月利用開始
• 現在まで18件のデータ公開
• 最大データの目安：100GB

https://jstagedata.jst.go.jp/jmsj

Introduction of 
J-STAGE Data to JMSJ
JMSJへのJ-STAGE Data導入

https://jstagedata.jst.go.jp/jmsj




Introduction to Jxiv at JMSJ
JMSJ投稿論文の Jxiv preprint server 利用



JMSJ Guide for Authors 投稿規程
https://jmsj.metsoc.jp/GuideforAuthors.pdf
1.9 Preprints 
To support the wide dissemination of research, the journal encourages authors to post their research 
manuscripts on Jxiv (https://jxiv.jst.go.jp/) or other community-recognized preprint server, either before 
or alongside submission to the journal. Manuscripts submitted to both the journal and Jxiv will be 
listed in a special section on the journal’s website (https://jmsj.metsoc.jp/preprint.html) and may be 
promoted via the journal’s SNS/social media channels. 
This policy applies only to the original version of a manuscript that describes primary research. Any 
version of a manuscript that has been revised in response to reviewers’ comments, accepted for 
publication, or published in the journal should not be posted on a preprint server. Instead, forward 
links to the published manuscript may be posted on the preprint server. 
Authors should retain copyright in their work when posting to a preprint server. 
研究を広く普及させるため，本誌では，著者が本誌への投稿前または投稿と同時に，Jxiv 
(https://jxiv.jst.go.jp/) やその他のコミュニティで認知されているプレプリントサーバに研究原稿を掲載す
ることを推奨する．本誌とJxivの両方に投稿された原稿は、本誌ウェブサイト
（https://jmsj.metsoc.jp/preprint.html）に掲載され、本誌のSNS/ソーシャルメディアチャンネルで宣伝
されることがあります。
この方針は、一次研究を記述したオリジナル版の原稿にのみ適用されます。査読者のコメントを受けて修
正され、出版が認められた原稿や、ジャーナルに掲載された原稿は、プレプリントサーバーに掲載しては
ならない。その代わり、出版された原稿へのフォワードリンクをプレプリントサーバーに掲載することが
できる。
プレプリントサーバーに投稿する場合，著者は著作権を保持しなければならない．

https://jmsj.metsoc.jp/GuideforAuthors.pdf


• Jxiv
Journal を問わない
形式的な要件のみのチェック
Journalに要求されていないセクションの追記が
求められ、投稿原稿と異なる：

• Declaration
• Author contributions

Preprints to be submitted to any journal can be 
uploaded.
Only formal requirements are checked for 
preprint.
The sections are requested to be added, and 
differs from the submitted manuscript



ハイライト論文
JMSJ論文賞（2022年9月改訂）

• 各号に１－２編のハイライト
論文を選出することをめざす。

• 編集委員の推薦による。
• JMSJ論文賞：ハイライト論文
の中から、年間に原則2編以下
を選出する。Article, Notes, 
特集号・特別号の掲載論文も
対象になる。



今後 1/2
日本気象学会は、従来から下記の8 課題を達成目標に掲げ、オープンアクセス化、APC 新設、
データ付き論文投稿促進など主要な課題を実現した。
1. 従来、取り組んでいなかったJMSJ、SOLA の両誌の密接な連携を図る。→取組み継続
2. CC-BY 4.0 のもとでの完全Open Access 化を実現。→2018 年度実現
3. 独立採算化のためArticle Processing Charge(APC)を新設。→2018 年度実現
4. 広報体制を拡充し、2 誌の連携によりvisibility の向上を図る。→取組み継続
5. 査読、出版プロセスの迅速化。→効率化を一部実現
6. 招待論文、特集号・特別号、国際会議開催等の戦略的な推進。→2018－22 年度で招待論文

計９編、特集号・特別号計９巻（内4 巻はSOLA/JMSJ 合同特集号）を刊行。
7. データ付き論文、技術開発論文、速報ノート等、新しいタイプの論文の投稿の促進。→

データ付き論文投稿の環境整備実現
8. 体制強化：JMSJ/SOLA 合同運営委員会、編集委員会、編集スタッフ。規程の整備。→取

組み継続
2022 年本学会秋季大会にて「日本気象学会における学術出版の未来」専門分科会を開催し、
JMSJ・SOLA の5 年間の活動を内外の専門家を交えて議論する。



今後 2/2
国際情報発信強化にむけた新たな挑戦として以下の課題に取り組む。
1. オープンサイエンスや研究インテグリティなど、学術論文誌に求められる国際水準に

準拠した編集方針の徹底ならびに編集委員の規範意識の向上に組織的に取り組み、倫
理性の優れたジャーナルとしての発展を目指す。

2. 編集委員間の共通文化を形成することにより、編集委員の資質の向上を継続的に図る。
このため、両誌の合同編集委員会を定期的に開催し、また、質・経験豊かな編集委員
が新たに着任した編集委員の相談役を担うメンター制を導入し、熟練し高いプロ意識
を持つ編集委員を効率的に育成する制度を構築する。

3. 国際アドバイザリーボードの新設等により、特に国外からの投稿数の増加を促す活動
を重点的に展開し、JMSJ・SOLA のさらなる国際化に取り組む。

4. 国際的な特集号の企画等により、国内外の質の高い論文の掲載数を増加する。安定的
に論文の掲載数を向上することにより、ジャーナルの採算性をさらに改善する。

5. 編集委員会の企画主催により、特定の研究トピックについて国際ワークショップや国
際セッションを開催し、その成果を論文集として総括するJMSJ/SOLA 特集号を発刊
する。
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